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載
が
粧
掛
界
仁
於
灯
る
イ
ン
ア
レ

1
u
v
日

ン
日
仏
、

，l
一
)
J
f
:
A
F
h

〕
『

2

一3
J

コ

註
0
4
民
主
右
右
ト
ト
J

山三一

t
J
H
F白

」

午

〉
A

一、
{
-
-
h司、

耐
刊
日

r
h「

U
一
元
住
J
i
ト

h

耳E.
o 

も
の
は
、
今
に
も
紙
幣
の
供
水
に
見
舞
は
れ
る
が
如
き
話
を
し
て
居
り
、
恰
も
さ
や
う
な
際
に
、
十
二
月
三
十
一

日
の
日
本
銀
行
免
換
券
後
行
高
は
、
十
四
億
闘
を
超
え
、
六
年
同
日
に
比
ぶ
れ
ば
一
一
億
四
千
高
園
、
卒
日
に
比
ぷ

れ
ば
四
億
闘
桂
の
増
畿
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
話
に
裏
書
す
る
が
如
き
観
を
呈
し
に
。
併
し
な
が
ら
、
発
換
券
は

そ
の
後
、
滅
縮
の
傾
向
を
辿
り
、
五
月
中
旬
に
は
、
九
億
八
千
高
闘
に
落
ち
、
む
し
ろ
、
五
年
、
六
年
、
七
年
の

一
中
・
均
愛
行
高
を
さ
へ
下
廻
る
航
勢
に
め
っ
た

す
る
と
、
我
が
園
に
は
イ
シ
プ

V
1
シ
ョ
ン
な
ど
い
ふ
も
の
は
起

ら
な
い
も
の
だ
と
い
ふ
設
も
聞
え
て
来
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
謂
は
ゆ
る
日
本
銀
行
の
オ
ペ

V
1
ショ

シ
な
る

も
の
に
よ
っ
て
‘
抑
制
さ
れ
て
居
る
か
ら
だ
と
説
明
せ
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
に
は
、
ま
た
、
縦
ひ
オ
ベ
ν

1
シ
ョ
ン
な
る
も
の
に
よ
っ
て
抑
制
さ
れ
て
も
、
紙
幣
イ
ン
プ
レ

1
ジ
ョ
ン
は
、
勝
来
、
到
底
、
見
れ
r
t
る
所
だ

潜
在
偏
向
性
の
戎
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

第
三
十
七
巻

ノ、

九

第
五
披

七



潜
在
偏
向
性
白
我
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

第
五
時
蜘

i¥. 

第
三
十
七
傘

六
回

O

と
の
見
解
が
、
強
調
さ
れ
る
や
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

帰
来
に
関
す
る
議
想
は
、
議
見
者
に
委
す
の
外
は
な
い
。
た
ガ
、
私
は
、
世
間
の
イ
ン
ア

V
1
シ
ヨ
ン
に
開
す

る
見
解
は
、
殊
に
、
右
に
趨
ベ
に
や
う
な
考
へ
方
は
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
ふ
も
の
を
、
現
金
通
貨
、
今
日

の
現
状
に
於
て
は
、
特
に
日
本
銀
行
の
免
換
券
の
み
に
つ
い
て
考
へ
て
居
る
と
思
は
れ
る
か
ら
、
|
|
そ
し
て
、

ま
に
そ
の
や
う
な
考
へ
万
円
炉
、

イ
ン
プ
レ

l
シ
ョ
ン
や
オ
ペ

v
l
ジ
ヨ
ン
に
つ
い
て
の
重
大
な
混
解
の
基
と
な
っ

て
居
る
も
の
で
め
る
か
ら
、

1

1

こ
こ
に
は
、
先
づ
こ
の
現
金
通
貨
な
る
も
の
営
説
明
し
て
、
ぞ
れ
の
正
確
な
る

了
解
の
下
に
、
我
が
闘
の

f
ン
ア

V
1
シ
ヨ
ン
は
如
何
な
る
意
味
の
も
の
で
あ
り
、
如
何
な
る
以
態
の
下
に
起
る

も
の
で
あ
る
か
を
明
か
に
し
た
い
と
思
ふ
。

}. 

イ
ヅ

国
統
計
年
鑑1)

よ
る
と

戦
前

一
九
一
三
年
の
帝
国
銀
行
券
の
流
通
高
は
、

-
Z

二
三
百
高
マ
M
F

グ
で
J

の
つ
に
が
、
戦
後
の
一
七
年
に
は
九
、
二
三

O
百
高
マ

Y

ク
L
」
な
り
.
二
一
年
に
は
入

C
、
九
五
二
百
高
マ

一
躍
、
一
二
三
九
、
六
七
五
百
高
マ
U
Y

グ
と
な
っ
て
居
る
。

U
F

ク
、
二
三
年
に
は
、

帝
国
銀
行
券
の
外
に
ド
イ
ツ
に
於
て
は
、
紙
幣
と
し
て
、
貸
附
金
庫
読
券
、
帝
国
金
庫
謹
券
、
在
立
銀
行
券
の

三
種
の
紙
幣
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
を
も
合
せ
た
金
額
を
見
る
と
、

一
九
一
一
一
一
年
の
そ
れ
ら
四
種
の
紙
幣
合
計
涜

一
迫
一
角
は
、
・

t
三
六
九
百
高
7

u

F

ク、

一
七
年
に
は
一
回
、
一
二
七
三
百
高
マ

Y
ク
、
一
二
年
に
は
、
九
O
、
四
三

二
百
高
7

Y
グ
で
あ
っ
て
、
ニ
二
年
に
は
買
に
三
五
一
、
七
三
九
百
高
マ

Y
ク
と
な
つ
に
の
で
ゐ
る
。

Sl叫istisches]ahrlnlCh fu工 dasDeutsche I¥.e.:ch， H)23. 



f
r

イ
ツ
に
は
、
現
金
通
貨
と
し
て
は
、

品
川
相

Y
Z
J

こ
の
外
は
錆
貨
が
ゐ
る
。
併
し
傭
貨
は
む
し
ろ
前
掲
期
間
に
於
て
は
漸

滅
し
て
居
る
。
す
な
は
ち
、

一
九
一
三
年
の
そ
の
揖
通
高
は
、

三
、
七
ヘ
リ
)0
百
高
7

Y

ク
で
、
帝
国
銀
行
券
よ
り

も
一
、
五
八
七
百
議
マ
U
Y

ク
多
〈
、
各
種
紙
常
流
通
高
合
計
に
比
ペ
て
も
一
二
三
一
百
高
7

Y

ク
多
か
っ
た
の
で
あ

，，、
る
う
d

一
七
年
に
は
、

一
、
二
一
二
九
百
高
マ

Y

ク
'
と
な
り
、

二
一
年
に
ほ
、
僅
に
三
五
八
百
高
マ

Y
グ
に
減
じ
、

二
二
年
に
は
統
計
上
に
於
て
流
通
高
は
皆
無
と
な
っ
て
居
る
。

か
く
の
加
く
で
あ
る
か
ら
、
ド
イ
ツ
に
於
げ
る
イ
ン
ア

V
1
ジ
ヨ

ン
は
、
紙
幣
の
増
援
に
よ
っ
て
起
っ
た
も
の

で
あ
る
が
、
今
そ
の
一
九
J

了
一
年
ま
で
の
吠
鵠
を
貫
教
と
指
数
と
を
以
て
示
せ
ば
次
一
の
加
く
で
あ
る
。

一
月
に
は
、
計
数
翠
位
を
換
へ
て
計
~
ね
ば
な
ら
ぬ
位
の

E
額
と
な
り
、
涜
通
高
は
一
、
九
九
九
、
十
億
マ
M
F

ク、

指
数
三
二
九
・
四
と
な
り
、
同
年
十
月
に
は
、
買
に
二
、
五
C
四
、
九
五
五
、
七
一
七
、
十
億
マ

Y
ク
、
指
数
に
於
て
も
、

第
三
十
七
巻

l鋳貨及び各 !lm3.1f-:r1 
種紙幣合計!とナる指数
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潜
在
偏
向
性
白
我
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

併
し
か

t
の
知
き
は
、
ま
だ
イ
ン
フ
レ

1
ジ
ヨ

ン
の
前
期
で
あ

る
。
そ
の
後
期
イ
ン
フ
レ

l
シ
ョ
ン
は
、
一
九
一
一
一
二
年
に
起
つ
に
。

す
な
は
ち
、

一
九
二
二
年
一
月
末
の
錯
貨
及
び
各
種
紙
幣
疏
通
高

両
UL--
ゃ
4

、

る市-一三
n
p
k

一
二
四
、
四
二
五
百
高
7

Y

ク
で
あ
っ
て
二
九
=
二
年

を
一
・
と
す
る
指
数
に
於
て
は
、
二

C
・
玉
と
な
っ
て
居
た
の
で
あ

る
が
、
同
年
十
二
月
に
は
、

一
、
二
九
五
、
二
二
八
百
高
マ

Y
ク
と

な
り
、
指
数
は
、

二
一
コ
一
・
三
と
な
っ
た
。
併
し
、
翌
二
三
年
の

四

第
五
務

九
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我
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イ
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f
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向

4 

自

現
金
通
貨
が
買
に
四
億
一
千
二
百
何
十
高
倍
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

。
G 

10 

戸

S 

。

ド
イ
ツ
の
イ
ン
プ
レ

1
シ
ョ

ン
は
、

か
く
の
如
〈
自
に
見
え
、
手
に
鯛
れ
得
る
所
の
現
金
通
貨
を
以
て
行
は
れ

ず
山
↑

10 

第
五
競

四
O 

四
一
二
、
六
七
八
、
O
四
三

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
統
計
を
一
不
せ
ば
上
掲
の

如
〈
で
め
る
。

ド
イ
ツ
の
イ
ン
フ
レ
!

、
レ〆

ヨ

ン
を
、
同
国
統
計
年

鑑
の
敷
宇
を
臥
て
一
不
せ
ぽ

右
の
如
く
で
あ
る
。

九

一
三
年
か
ら
、
め
の
大
戦

を
経
て
十
一
ヶ
年
間
に
、

に

。

従

っ

て

、

我

が

闘

に

於

て

も

、

現

金

通

貨

に

着

目

せ

ら

れ

、

現

行

制

度

に

日
本
銀
行
券
の
膨
脹
に
注
意
の
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
無
理
か
ら
ぬ
事
柄
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、
我
が

於
て
は
、

国
の
今
日
と
、

イ
ン
フ
レ

1
シ
ヨ

ン
と
言
へ
ば
、

ド
イ
ツ
の
営
時
と
は
、
事
情
が
金
〈
異
っ
て
居
る
。
従
っ
て
、

ド
イ
ツ
の
や
う
に
、
表
額
的
普
遍



的
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
著
し
き
志
の
と
な
ら
な
い
で
、
我
が
闘
に
於
て
は
、
今
日
ま
で
の
所
、
そ

し
て
近
き
勝
来
に
於
て
も
、
潜
在
的
偏
向
的
イ
シ
ア

V
1
ジ
ヨ
ン
と
し
て
起
る
色
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

こ
こ
に
潜
在
的
イ
ン
プ
レ

1
シ
ヨ
ジ
と
い
ふ
は
、
現
金
通
貨
の
イ
ン
プ
V
l
シ
ョ
ン
の
こ
と
で
な
く
し
て
、
預

金
通
貨
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
と
を
言
ふ
の
で
あ
る
。
ま
た
偏
向
的
イ
ン
フ
レ

1
シ
ヨ
ン
と
い
ふ
の
は
、

般
物
債
の
騰
貴
を
も
悲
き
起
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
よ
り
も
特
殊
商
品
の
物
慣
に
於
て
著
し
き
騰
貴
を
惹
き
起
す
こ

と
を
い
ふ
の
で
あ
る
。

、
ド
イ
ヅ
に
於
て
は
、
戦
敗
の
結
果
と
し
て
、
ヅ
ェ

Y

サ
イ
ユ
保
約
に
よ
ち
、
調
は
ゆ
る
天
文
的
数
字
と
い
は
る
う

art、ノトド
F
m
a
l
-
-
-
E
H
H
)
K
3
H
4
6
1ポ

ev，
、
ゴ
ゴ
ノ
:
。

白丹江
J
F
出
l
E
A
魯
fu
比
例
主
事
力
N
2
1
7

a

L

4

:

)
弘
前

'fqt
ヵ
7
ぜ

割
外
取
支
の
〆
一
一
ノ
ン
F

は
破
れ
、

E
大
な
る
支
掛
勘

定
と
な
つ
に
。

ぞ
れ
は
、

震
替
相
場
の
激
甚
な
る
下
落
を
惹
き
起
し
、

轍
入
品
及
び
轍
出
品
の
暴
騰
に
よ
り
、

般
物
債
は
、
そ
れ
に
追
随
し
、
そ
の
取
引
決
済
に

E
額
の
貨
幣
を
必
要
と
し
に
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
物
慣
暴
騰

の
時
牝
に
は
、
銀
行
預
金
は
凍
結
凝
縮
し
て
、
預
金
通
貨
の
活
動
は
停
止
し
、
取
引
の
支
擁
決
糖
は
現
令
通
貨
を

以
て
す
る
の
外
な
き
に
立
ち
至
り
、
そ
の
貨
幣
需
要
に
膳
や
る
た
め
と
、
そ
し
て
も
う
一
つ
の
事
情
と
し
て
は
、

政
府
の
財
政
上
、
不
足
歳
入
の
柿
填
調
達
の
た
め
に
、
前
述
の
や
う
な
驚
く
べ
き

E
額
の
紙
幣
俊
行
が
惹
き
起
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

併
し
、
我
が
闘
に
於
て
は
、
金
輪
出
禁
止
に
よ
り
、
調
外
翁
替
相
場
は
、
卒
債
の
竿
分
程
に
下
落
は
し
た
け
れ

ど
も
、
園
内
の
一
一
般
物
債
は
た
に
僅
の
騰
貴
を
し
た
だ
け
で
、
銀
行
に
於
げ
る
預
金
信
用
を
害
す
る
に
至
っ
て
居

潜
在
偏
向
性
の
我
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

第
三
十
七
巻

六
四

第
五
披

四



潜
在
偏
向
性
の
我
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

第
三
十
七
巻

六
回
凹

第
五
披

四

ち
止
で
む
し
ろ
、
封
外
貿
易
の
国
勘
定
に
於
け
る
利
盆
の
激
増
に
よ
り
、
遊
資
の
増
加
を
惹
き
起
し
て
居
る
有
様

で
、
銀
行
預
金
は
愈
I
増
加
の
傾
向
を
辿
り
、
そ
れ
が
預
金
の
ま
ま
に
て
支
掛
決
済
の
役
目
を
果
し
、
預
金
通
貨

は
頗
る
健
全
な
る
状
態
に
於
て
活
動
し
て
居
る
。

か
く
の
如
く
、
預
金
通
貨
が
健
全
に
活
動
し
得
る
状
態
に
於
て
は
、
政
府
が
歳
入
不
足
を
公
債
を
以
て
支
耕
す

る
の
政
策
な
と
っ
て
も
、
そ
れ
ば
、
現
金
通
貨
の
膨
脹
を
必
や
し
も
泣
き
起
す
も
の
で
は
な
い
。
少
く
と
も
、
、
ド

イ
ヅ
L
」
同
様
な
意
味
F
イ
ン
プ
レ

l
v
ヨ
Y

一
が
起
る
と
見
る
は
、
法
輔
の
見
解
明
」
め
る
。

預
金
通
貨
の
健
全
に
活
動
す
る
限
り
は
、
政
府
が
財
政
補
墳
の
た
め
に
、
日
本
銀
行
の
引
受
に
て
公
債
を
後
行

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
財
政
支
出
を
し
て
も
、
預
金
通
貨
の
膨
脹
と
は
な
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
政
府
の
財
政
支
出
が

一
般
の
小
責
取
引
の
隆
確
を
惹
き
起
き
な
い
限
り
は
、
現
金
通
貨
の
膨
脹
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
小
買
取
引
が

隆
盛
を
来
す
に
至
れ
ば
、
そ
の
支
梯
決
済
の
必
要
上
、
現
金
通
貨
は
膨
脹
す
る
こ
と
・
と
な
る
け
れ

E
も
、
こ
の
段

階
を
経
過
し
な
い
で
は
、
公
債
の
接
行
と
現
金
通
貨
の
増
畿
、
す
な
は
ち
日
本
銀
行
先
換
券
の
増
援
と
の
聞
に
、

直
接
の
蓮
絡
は
な
い
の
で
あ
る
。

然
る
に
、
世
間
の
一
部
で
は
、
我
が
園
の
イ
ン
ヌ

V
1
シ
ヨ
ン
も
、
日
本
銀
行
の
党
換
券
の
増
援
が
め
っ
て
、

初
め
て
、
起
る
も
の
で
、
そ
の
増
後
が
な
け
れ
ば
イ
ン
プ

V
1
シ
ヨ
ン
で
は
な
い
と
考
へ
て
居
る
ゃ
う
で
あ
る
が
、

ぞ
れ
は
大
な
る
誤
解
で
あ
る
3

四



73一
弘
之
?
語
講
者
早
島
轟
軍
事
臨
ま
か
謀
議
事
培
、

我
が
闘
に
於
て
、
今
日
、
支
梯
の
決
梼
に
用
ゐ
ら
れ
て
居
る
通
貨
は
、
現
金
通
貨
と
預
金
通
貨
と
で
あ
る
こ
と

は
今
夏
申
す
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
今
日
の
貫
朕
に
於
て
は
、
現
金
通
貨
は
、
補
助
貨
幣
と
日
本
銀
行
先
換
券
l

ー
朝
鮮
銀
行
券
及
び
喜
一
濁
銀
行
券
の
こ
と
は
、
姑
く
省
略
す
る
ー
ー
と
で
あ
り
、
そ
の
主
要
な
る
色
の
は
後
者
で

ゐ
る
。
従
っ
て
、
賞
際
上
に
於
て
は
、
如
何
に
現
金
通
貨
が
伸
縮
し
た
か
を
見
る
に
は
、
日
本
銀
行
発
換
券
が
如

何
に
伸
縮
し
た
か
を
見
れ
ば
事
足
る
の
で
あ
る
。

預
金
通
貨
と
い
ふ
の
は
、
支
梯
の
決
構
に
充
て
ら
る
る
銀
行
預
金
で
あ
る
。
預
金
炉
預
金
の
ま
ま
で
、

人
の

所
有
か
ら
他
人
の
所
有
に
移
さ
る
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
支
携
の
決
済
の
役
目
を
果
す
左
手
、
そ
れ
を
預
金
通
貨
と

い
ふ
の
で
あ
る
。
如
何
な
る
預
金
色
、
か
く
の
如
き
役
目
営
果
す
な
ら
ぽ
、
そ
れ
は
預
金
通
貨
と
な
る
。
併
し
、

最
も
普
通
な
の
は
、
営
座
預
金
で
あ
り
、
ぞ
れ
が
支
携
の
決
構
の
役
目
を
果
す
に
つ
い
て
用
ゐ
ら
る
る
手
段
た
る

も
の
は
、
通
常
小
切
手
で
J

の
る
つ

そ
れ
故
に
、
預
金
通
貨
の
膨
脹
縮
少
は
、
そ
の
母
瞳
た
る
預
金
、
特
に
営
座
預
金
の
増
械
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を

知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
り
、
そ
の
活
動
の
廉
衰
は
、
手
形
安
換
高
の
増
減
に
よ
っ
て
窺
ふ
こ
と
が
出
来
る
の

で
あ
る
。

預
金
は
如
何
な
る
種
類
の
も
の
色
、
預
金
の
ま
ま
で
支
梯
ひ
に
充
て
ら
る
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
共
に
、
ま

た
、
勿
論
、
現
金
と
し
て
引
出
さ
れ
得
る
・
も
の
で
も
あ
る
。
す
な
は
ち
、
預
金
は
、
如
何
な
る
種
類
の
色
の
で
色

預
金
通
貨
若
し
く
は
現
金
通
貨
と
し
て
.
支
撫
の
決
構
に
充
て
ら
れ
得
る
状
態
に
於
で
潜
在
す
る
所
の
通
貨
母
韓

滞
在
偏
向
性
の
我
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

第
一
一
一
十
七
巻

六
四
五

第
五
競

四



潜
在
偏
向
性
の
我
が
イ
ン
フ
レ

l

u
ヨ
ン

第
三
十
七
巻

第
五
披

四
四

六
四
六

と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
銀
行
の
預
金
は
潜
在
通
貨
と
い
は
れ
る
。

今
日
の
我
が
支
梯
決
惜
の
貫
際
に
於
て
は
、
現
金
通
貨
は
、
俸
給
勢
賃
の
支
掛
、
小
寅
取
引
の
支
梯
に
用
ゐ
ら

る
る
の
で
め
っ
て
、
比
較
的
小
棋
の
支
掛
の
場
合
に
働
〈
の
で
あ
る
。
預
金
通
貨
、
す
な
は
ち
手
形
小
切
手
若
し

く
は
振
替
手
頼
(
以
下
略
し
て
総
て
軍
に
小
切
子
と
レ
ム
)
を
以
て
支
梯
は
る
る
の
は
、
比
較
的
多
額
の
支
携
の
場

合
の
殆
ど
総
て
で
あ
っ
て
、
小
責
以
外
の
商
取
引
は
勿
論
、
資
金
移
動
の
取
引
す
な
は
ち
有
慣
謹
券
の
責
買
、
株

昭和八年向一月互八月手形交換高 l 

..-">- 'L~ 平均一 ;1士 l
!枚数 l金額 i金額

l 円1'1
東京 8，810，248I 21 ，日 5S ， 147 ， fl~2 2，:;i日

大阪 6，698，δ48I 12，715，039，11日 l，s:<:i

紳戸 1，68.，5¥沼 2，94g，70i，740! l，'-::o 
京都 1，日92，5031 875，831，538! Iî ~(ì 

様潰 540，754I 706，251，635 I 1，'[i品

名古屋 iI，431，645|I，777F712，262| I，-J4日
其他，-， -r.an c..，.-， I 1 Q~(\ "1 C'"1 1-:'0 日， 160 ， 8~2 I 1，870，181，17ロ|川l出三十ケ所 ._I，--'.V..，U...... I ..I.， VjV ，.1 V .1.， ~I.. 

合計 23JJ11p108142，042371，3951l，"l-i':?

式
会
枇
債
の
梯
込
償
還
な
ど
は
、
小
切
手
決
捕
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
我
が
全
国
手
形
交
換
所
の
交
換
高
に
つ
い
て
見
る
に
、
本
年

一
月
よ
り
八
月
ま
で
の
八
ヶ
月
間
に
於
て
、
全
国
手
形
交
換
所
三
十
六

箇
所
(
但
し
内
、
盛
岡
は
快
に
つ
き
貫
際
は
三
十
五
箇
所
)
の
穂
安
換
高

は
、
四
百
二
十
億
闘
で
、
枚
数
二
千
三
百
枚
で
あ
る
か
ら
、
平
均
一
口

の
交
換
額
、
即
ち
小
切
手
金
高
は
一
千
七
百
七
十
二
国
で
あ
h
〆
、
東
京

の
平
均
額
は
、
二
千
三
百
七
十
八
回
、
大
阪
は
二
千
八
百
九
十
六
園
、

京
都
は
六
大
都
市
の
中
で
最
も
少
〈
、
六
百
二
十
六
回
で
あ
る
。
六
大

都
市
以
外
の
三
十
筒
所
平
均
は
五
百
九
十
八
闘
で
あ
り
、
そ
の
中
最
も

少
き
は
仙
牽
の
二
百
三
十
入
国
で
あ
る
。

E
額
の
取
引
の
決
摘
は
、
す
べ
て
小
切
手
に
よ
る
の
で
あ
る
か
ら
、



前
掲
の
卒
均
金
額
は
、
ぞ
れ
に
合
ま
る
〉
所
の
巨
額
の
も
の
に
よ
っ
て
、
引
上
げ
ら
れ
て
居
る
こ
と
を
見
逃
し
て

は
な
ら
ぬ
。
故
に
支
掛
金
額
の
幾
許
位
の
も
の
以
上
が
、
小
切
手
で
支
掛
は
れ
る
の
で
あ
り
、
幾
許
位
ま
で
が
現

金
に
て
支
梯
は
る
る
の
で
ゐ
る
か
を
、
上
過
の
手
形
交
換
の
一
枚
乎
均
金
額
よ
り
、
直
接
に
知
る
こ
と
は
困
難
で

ゐ
る
け
れ
ど
る
.
大
曜
の
推
測
に
よ
れ
ば
、
大
都
舎
に
於
て
は
、
五
百
園
以
上
、
回
合
の
小
郡
舎
で
は
二
百
闘
以

上
は
大
醐
版
、
預
金
通
貨
で
支
梯
ほ
れ
、
ぞ
れ
以
下
の
金
額
炉
、
大
岨
師
、
現
金
支
捕
の
も
の
と
見
て
差
支
な
い
と
い

ふ
こ
と
で
ゐ
る
。
殊
に
多
額
の
支
挽
2
な
る
ほ

yu
小
切
手
な
用
ゐ
ら
れ
、
小
舗
の
支
梯
と
な
る
ほ
ど
現
金
炉
用
ゐ

ら
る
る
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

圃
E

M
E
 
E
 
--

現
金
と
い
へ
ば
、
本
位
貨
幣
E
補
助
貨
帯
と
銀
行
券
若
し
く
は
紙
幣
と
で
あ
る
。
我
が
園
の
現
在
に
於
て
は
、

本
位
貨
幣
と
紙
幣
と
は
流
通
し
て
居
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
、
我
が
凶
今
日
の
現
金
は
、
貰
際
的
に
言
へ
ぽ
、

補
助
貨
幣
と
日
本
銀
行
党
換
券
|
|
外
地
に
は
、
朝
鮮
銀
行
券
と
牽
濁
銀
行
券
k
が
あ
る
が

i
iと
で
あ
る
。

最
近
の
金
融
事
項
参
考
書
に
よ
れ
ば
、
七
年
六
月
末
に
於
て
、
我
が
補
助
貨
幣
は
、
費
行
鋳
潰
残
高
と
し
て
、

新
奮
を
合
し
、
四
億
一
千
五
百
高
闘
が
示
さ
れ
て
あ
る
コ
日
本
銀
行
免
換
券
は
、
同
じ
く
七
年
六
月
末
に
於
て
は

十
億
八
千
六
百
高
圃
1

1

朝
鮮
銀
行
券
、
七
千
五
百
高
樹
、
豪
湾
銀
行
券
、
四
千
三
百
高
固

!
lで
、
内
地
現
金

の
合
計
は
、
大
韓
十
五
億
回
、
ー

外
地
を
合
計
す
れ
ば
、
十
六
億
一
千
八
百
高
岡
ー
ー
で
あ
る
。
最
近
の
日
本

銀
行
党
換
券
の
後
行
高
も
、
殆
ど
常
時
と
盤
化
は
な
い
。

潜
在
偏
向
性
白
我
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

第
二
一
十
七
巻

六
四
七

第
五
放

四
五

昭和7年 12月授行



潜
在
偏
向
性
の
我
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

第
三
十
七
巻

六
四
八

第
五
披

四
六

併
し
、
補
助
貨
幣
に
し
て
も
先
換
券
に
し
て
も
質
際
は
減
失
致
損
し
た
も
の
も
あ
ろ
筈
ぞ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
敷

字
よ
り
幾
許
か
割
引
し
て
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ぞ
の
滅
失
段
損
が
幾
許
で
あ
る
か
は
色
と
よ
ち
分
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
現
金
通
貨
の
流
通
航
態
誼
ぴ
に
預
金
通
貨
と
の
数
量
的
開
聯
は
、
こ
れ
を
正
確
に
は
知
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
。
た
Y
五
日
々
は
銀
行
に
出
入
す
る
所
の
現
金
の
増
誠
推
移
に
よ
っ
て
、
間
接
に
、
こ
れ
を
知
り
得
る

に
過
ぎ
な
い
。

併
し
、
こ
の
場
合
、
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
銀
行
的
用
語
E

と
し
て
の
「
現
金
』
と
い
ふ
言
葉
が
甚
だ
暖
昧
な
こ

左
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
常
に
、
在
が
前
に
遁
べ
に
意
味
の
も
の
と
異
っ
て
居
る
。
在
は
、
現
金
通
貨
と
預

金
通
貨
と
を
切
然
分
別
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
銀
行
的
用
語
に
於
け
る
『
現
金
』
に
は
、
私
の
遮
ベ
た
所
の
現
金

遁
貨
の
外
に
、
或
範
圏
内
の
預
金
通
貨
が
合
ま
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
甚
だ
し
き
場
合
に
は
、
預
金
通
貨
の
み
の

支
抑
の
場
合
で
も
、
我
が
園
の
銀
行
的
用
語
で
は
、
或
る
と
き
に
は
こ
れ
を
現
金
支
携
と
言
ふ

τ腐
る
の
で
あ
ぷ
。

か
や
う
な
銀
行
的
用
語
が
、
屡
々
、
現
金
に
闘
す
る
観
察
を
著
し
く
諜
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。

そ
の
最
も
甚
だ
し
い
の
は
、
公
一
耽
債
の
現
金
償
還
と
い
ふ
言
葉
で
あ
る
U

例
へ
ば
新
聞
紙
上
に
は
、
と
き
ど
き

大
藤
省
誼
券
何
億
固
が
『
現
金
償
還
』
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
記
事
を
見
受
け
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
円
以
て
、
こ
の
誼

券
の
所
有
者
が
謹
券
左
引
換
へ
に
現
金
、
す
な
は
ち
、
日
本
銀
行
先
換
努
を
そ
の
金
額
で
け
受
取
っ
た
と
速
断
し

て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
の
誼
券
所
有
者
は
主
と
し
て
銀
行
で
あ
っ
て
、
銀
行
は
、
ヂ
」
の
場
合
、
日
本
銀
行
に

大
撒
省
謹
券
e

伊
丹
}
引
渡
す
と
共
に
、
そ
の
会
額
七
け
、
自
行
の
日
本
銀
行
に
於
け
る
預
金
と
し
て
置
く
の
で
あ
る
。



ぞ
れ
故
に
、
政
府
預
金
が
一
一
般
預
金
に
振
替
へ
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
銀
行
は
後
に
至
っ
て
、
他
に
必
要
が
め
る

な
ら
ば
、
こ
の
預
金
を
現
金
を
以
て
引
出
す
こ
と
も
あ
ら
う
け
れ
ど
色
、
然
ら
ま
る
限
り
、
言
ひ
換
ふ
れ
ば
、
手

詐
現
金
が
快
乏
し
な
い
限
り
は
、
現
金
の
引
出
を
行
は
な
い
。
だ
か
ら
、
「
現
金
償
還
』
と
い
っ
て
も
、
賢
際
は
預

金
通
賃
金
以
て
償
還
す
る
で
あ
る
。

『
現
金
償
還
』
は
軍
に
『
借
換
償
還
』
に
封
膝
す
る
言
葉
で
あ
る
。

ま
に
、
現
金
な
る
も
の
が
、

一
睡

E
の
位
、
世
間
に
存
在
す
る
か
と
い
こ
と
を
知
る
に
は
、
前
に
述
べ
た
ゃ
う

に
義
行
の
側
か
ら
推
測
し
得
る
の
で
あ
る
が
、

E
ド
、
銀
析
に
於
け
る
手
許
残
高
を
見
る
の
も
一
方
法
で
あ
る
。

1

1

勿
論
、
こ
れ
が
縦
ひ
正
確
に
知
り
得
て
も
、
ぞ
れ
に
よ
っ
て
は
、
世
間
に
於
げ
る
存
在
量
の
一
部
分
を
知
h
ノ得

る

rげ
で
‘
銀
訂
以
外

ω
存
在
意
は
分
ら
な
い
詳
Y-
め
て
川
が
、
併
し
、
附
間
的
仁
比
較
す
る
こ
土
心
ょ
っ
吋
¥
世

間
に
流
通
す
る
現
金
量
の
晴
減
の
有
様
を
知
る
こ
と
は
出
来
る

0
1
1併
し
な
が
ら
、
銀
行
は
現
金
有
高
な
る
も

の
を
手
形
交
換
所
に
報
告
す
る
に
営
り
、
日
本
銀
行
に
於
け
る
預
金
も
現
金
と
認
め
て
こ
れ
に
計
上
し
て
居
る
。

す
な
は
ち
、
こ
の
場
合
に
、
何
時
に
て
も
現
金
と
な
る
'
と
い
ふ
意
味
で
、
潜
在
通
貨
た
る
所
の
色
の
を
、
現
金

と
同
調
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
例
へ
ば
、
昭
和
八
年
入
月
末
日
現
在
の
会
圃
手
形
交
換
所
組
合
銀
行
本
支

庖
合
計
三
百
三
十
七
行
の
現
金
有
高
は
、
間
二
三
一
、
六
六
三
千
固
と
後
表
せ
ら
れ
で
あ
る
け
れ
ど
色
、
こ
の
中
に
は
、

営
該
銀
行
の
日
銀
預
金
が
合
ま
れ
石
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
金
額
を
以
て
現
令
額
だ
と
連
断
す
る
こ
左
は
出
来
な

ぃ
。
ま
た
日
本
銀
行
の
一
一
般
預
金
に
は
、
こ
れ
ら
の
一
銀
行
以
外
の
も
の
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
同
日
に
於
け
る
一
般

預
金
を
こ
の
金
額
か
ら
控
除
し
て
も
、
正
確
で
は
な
い
。
併
し
、
こ
れ
ら
の
銀
行
以
外
の
も
の
の
一
般
預
金
は
、

港
在
偏
向
性
白
我
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

第
三
十
七
港

六
四
九

第
五
波

凹
七

東京手形交換所月報S年9月後行
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h
u
し
ろ
甚
だ
少
額
で
あ
る
か
ら
、
般
に
そ
れ
を
見
拾
て
る
と
す
る
と
、
営
日
の
一
般
預
金
は
凡
そ
九
千
高
固

rか

ら
銀
行
の
手
許
現
金
は
三
億
四
千
高
回
程
'
と
な
る
。

|
l
t
銀
行
の
後
表
す
る
現
金
有
高
Lι

い
ふ
も
の
は
、
こ
の
や

う
な
考
慮
を
要
す
る
意
味
で
の
現
金
で
あ
る
。

畑晶.
l'、

現
金
に
つ
い
て
克
に
知
っ
て
世
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
ぞ
れ
が
預
食
通
貨
と
知
伺
な
る
割
合
に
於
て
、
流
通
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す
る
状
態
よ
り
間
接
に
推
知
す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
け
で
あ
る
。

東
京
手
形
交
換
所
月
報
に
は
、
全
闘
手
形
交
換
所
加
入
銀
行
本
支
府
、
三
百
三
十
七
行
の
、
毎
月
末
日
に
於
け

る
現
金
、
手
形
、
小
切
手
の
牧
納
高
炉
掲
げ
ら
れ
で
あ
る
。
手
形
小
切
手
に
よ
る
支
梯
、
す
な
は
ち
預
金
通
貨
を
以
て

す
る
支
摘
は
、
営
然
そ
の
全
額
一
か
銀
行
を
経
由
せ
v
d

る
を
得
な
い
の
だ
か
ら
、
毎
月
末
日
に
於
け
る
活
動
し
た
る

預
金
通
貨
は
こ
の
銀
行
の
牧
納
高
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
併
し
現
金
の
支
掛
は
、
銀
行
を
鰹
由
し
な
い

で
行
は
れ
る
も
の
も
津
山
あ
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
銀
行
の
一
日
牧
納
高
を
以
て
、
そ
の
日
の
世
間
に
於
け
る
現
金

決
構
高
の
全
部
正
は
勿
論
認
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
尤
も
、
現
金
の
支
抑
と
い
っ
て
も
、
大
口
の
も
の
は
、
支

梯
者
が
銀
行
か
ら
引
出
し
て
支
梯
ふ
の
で
あ
り
、
受
領
者
も
亦
大
抵
直
ち
に
銀
行
に
預
入
れ
る
の

rか
ら
、
銀
行

を
経
由
し
な
い
現
金
支
梯
な
る
も
の
は
、
日
教
は
多
く
と
も
金
額
は
少
き
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

手
形
交
換
所
月
報
に
は
、
た
だ
、
毎
月
末
日
の
分
だ
け
し
か
掲
載
し
て
居
ら
な
い
。
月
の
末
日
は
、
我
が
商
慣
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こ
の
表
を
仔
細
に
観
察
す
れ
ば
、
我
が
圃
に
於
け
る
現
金
通
貨
と
預
金
通
貨
と
の
活
動
疏
通
の
有
様
を
知
る
こ

と
が
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
在
は
今
そ
れ
ら
に
閥
す
る
各
般
の
問
題
に
論
及
す
る
の
暇
が
な
い
か
ら
、
翠
に
こ
れ
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a

|
|
現
金
通
貨
な
る
も
の
が
、
貰
際
の
取
引
に
於
て
は
む
し
ろ
・
、
如
何
に
小
さ
な
役
割
し
か
受
持
っ
て
居
な
い
か

を
峰
山
へ
得
れ
ば
足
る
の
で
あ
る
。

但
し
、
こ
こ
に
控
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
場
合
に
於
て
も
銀
行
が
現
金
と
し
て
報
告
し
て
居
る
も
の
の
中
に

は
、
銀
行
舎
計
の
技
術
上
、
現
金
で
な
い
も
の
が
包
含
さ
れ
て
居
る
こ
と
で
め
る
。
例
へ
ば
交
換
上
『
負
け
方
』

と
な
っ
た
と
き
、
そ
れ
を
補
充
す
る
日
本
銀
行
預
金
の
引
出
侍
票
の
如
き
が
、
出
納
係
に
於
て
は
そ
の
帳
簿
上
、

現
金
と
し
て
取
扱
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
故
に
正
確
に
現
金
の
銀
行
へ
の
牧
納
高
を
知
ら
ん
と
す
れ
ば
.
前
掲

の
数
字
か
ら
、
負
け
方
銀
行
の
交
換
計
算
に
於
げ
る
貸
方
額
合
計
を
控
除
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
併
し
そ
の

金
額
は
今
こ
れ
を
知
る
由
が
な
い
か
ら
J
」
〉
で
は
た
Y
右
統
計
表
の
現
金
の
金
額
は
、
賓
際
に
於
て
は
更
に
そ
れ

崎
市
在
偏
向
性
の
我
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

第
三
十
七
巻

大
五
五

第
五
弦

五.



滞
在
偏
向
性
の
我
が
イ
シ
フ
レ

1
シ
ヨ
シ

第
三
十
七
巻

大
瓦
大

第
五
競

五
回

よ
り
も
少
き
こ
と
、
従
っ
て
預
金
通
貨
に
封
す
る
歩
合
も
更
に
少
き
こ
と
を
注
意
す
れ
ば
足
る
の
で
あ
る
。

七

以
上
過
ぺ
た
る
所
に
よ
っ
て
、
我
が
金
融
界
に
あ
っ
て
は
、
|
|
そ
し
て
、
そ
れ
は
鰹
漕
の
進
歩
し
た
所
で
ほ

ど
こ
で
も
同
様
で
あ
る
が
|
|
i
預
金
通
貨
が
令
額
の
上
で
は
現
金
通
貨
よ
り
も
蓬
に
重
要
な
地
位
ぞ
占
め
て
居
る

こ
と
が
分
る
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

-
}
?
l
i
-
F
-
-
F
l二
l
i
t
}
B
E
-
-
:
c
i
‘
:
E
E
l
i
t
i
-
-
〉
・
:
、

今
日

σJ金
一
閥
横
柑
ぽ
い
に
錐
ポ
湛
精
グ
d

呼
に
惇
ド
溺
止
ス

1
v
t
尼
と
過
程
-1'港
ド
34ト
J
t
u

現
金
通i
Ft 
f ;t 

集
っ
て
若
し
〈
は
纏
っ
て
相
官
の
額
と
な
れ
ば
、

必
十
銀
行
に
預
入
れ
ら
れ
る
J

然
る
左
き
は
、
預
金
者
の
手
許

に
ゐ
っ
た
現
金
は
預
金
と
な
っ
て
存
在
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
預
金
を
彼
が
現
金
を
円
以
て
引
出
せ
ば
、
元
の
一
ま

ま
の
現
金
と
な
っ
て
流
通
昇
に
還
る
の
で
あ
る
が
、
小
切
手
を
以
て
他
人
へ
の
支
携
に
充
つ
る
な
ら
ば
、
こ
と
に

現
金
通
貨
の
預
金
通
貨
へ
の
轄
化
と
な
る
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
小
責
商
が
そ
の
買
上
金
を
纏
め
て
銀
行
預
金
と
な

し
、
月
末
に
卸
責
商
ヘ
小
切
手
を
以
て
支
掛
ひ
、
卸
責
商
も
亦
生
産
者
そ
の
他
に
小
切
手
を
以
て
支
掛
ふ
な
ら
ば
、

現
金
通
貨
が
預
金
通
貨
に
襲
っ
て
金
融
界
に
働
く
こ
と
左
な
っ
た
の
で
あ
る
。

預
け
入
れ
を
受
け
た
銀
行
は
預
金
の
現
金
引
出
に
臆
や
る
た
め
、
常
に
預
金
版
態
に
遁
膳
す
る
所
の
現
金
準
備

を
も
っ
。
若
し
、
現
金
の
預
入
れ
が
そ
の
引
出
し
よ
り
多
け
れ
ば
、
こ
の
現
金
準
備
は
衣
第
に
増
加
し
、
必
要
と

す
る
準
備
額
を
起
ゆ
る
。
然
る
と
き
は
、
銀
行
は
、
そ
の
超
過
部
分
を
日
本
銀
行
に
預
入
れ
る
。
現
金
は
こ
こ
に

於
て
、
預
金
E

と
し
て
存
在
す
る
。
謂
は
ゆ
る
潜
在
通
貨
と
な
る
の
で
あ
る
，
そ
し
て
こ
の
場
合
に
於
て
も
、
預
金



者
と
そ
の
取
引
銀
行
と
の
場
合
と
同
じ
く
、
そ
の
銀
行
が
、
預
金
の
現
金
準
備
を
補
充
す
る
必
要
上
、
こ
れ
佐
現

金
を
以
て
引
出
せ
ば
、
預
金
は
一
克
の
現
金
と
な
っ
て
.
流
通
界
に
選
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
銀
行
が
小
切
手
を
以

て
そ
れ
を
引
出
す
な
ら
ば
、
預
金
通
貨
と
な
っ
て
活
動
し
た
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
す
な
は
ち
、
そ
の
銀
行
が
、

前
に
現
金
を
以
て
預
入
れ
た
日
本
銀
行
預
金
乞
、

コ

1
Y
に
運
用
し
、
公
債
に
鷹
慕
し
、
謹
券
を
買
入
れ
、
震
替

賞
金
に
利
用
す
る
な
ど
の
た
め
に
、
小
切
手
を
以
て
こ
れ
を
引
出
す
な
ら
ば
‘
や
は
り
、
現
金
通
貨
の
預
金
通
貨

へ
の
轄
化
が
起
る
の
で
あ
る
。

日
本
銀
行
に
慎
入
れ
ら
れ
た
現
金
、
す
な
は
ち
補
助
貨
幣
や
日
本
銀
行
免
換
券
ぽ
、
そ
の
領
入
れ
と
同
時
に
現

金
で
は
な
〈
な
る
、
補
助
貨
幣
は
、
そ
こ
で
は
政
府
の
特
殊
の
預
り
金
で
あ
り
、
党
換
券
は
後
行
高
の
減
少
と
し

て
取
扱
は
れ
る
。
に
〉
そ
れ
ら
に
劃
摩
す
る
所
の
一
般
預
金
が
、
金
融
的
意
味
に
於
て
潜
在
通
貨
と
し
て
残
忍
の

で
あ
る
。
若
し
も
、
こ
の
潜
在
通
貨
が
小
切
手
伝
}
以
て
引
出
さ
れ
、
預
金
通
貨
と
し
て
支
捕
の
決
構
に
充
て
ら
る

〉
な
ら
ば
、
現
金
通
貨
は
、
そ
れ
だ
け
金
融
界
よ
り
減
退
し
た
こ
と
〉
な
る
。
こ
の
貼
は
.
普
通
銀
行
が
そ
の
得

意
先
よ
り
現
金
営
以
て
預
金
の
預
入
を
受
け
、
そ
れ
が
小
切
手
を
以
て
引
出
さ
れ
た
の
と
具
ろ
所
で
あ
る
。

こ
れ
と
反
調
に
、
預
金
者
が
小
切
手
を
以
て
預
入
れ
た
預
金
を
現
金
を
以
て
引
出
し
、
銀
行
が
小
切
手
を
以
て

日
本
銀
行
の
預
金
と
な
し
た
も
の
を
、
預
金
の
現
金
支
梯
準
備
を
補
充
す
る
た
め
に
、
現
金
を
以
て
引
出
す
な
ら

ぱ
、
預
金
通
貨
の
現
金
通
貨
へ
の
轄
化
が
あ
る
。
例
へ
ば
、
生
産
者
や
卸
責
商
が
、
俸
給
勢
賃
の
支
梯
の
た
め
に

現
金
を
以
て
預
金
の
引
出
を
な
す
場
合
、
ま
た
そ
れ
ら
の
現
金
支
梯
に
藤
十
る
た
め
に
、
銀
行
に
於
て
、
梯
出
す

潜
在
偏
向
性
の
我
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

第
三
十
七
巻

六
五
七

第
五
披

五
五
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巻

六
五
八

第
五
一
披

五
六

現
金
の
方
が
預
入
を
受
〈
る
現
金
よ
り
色
多
額
に
上
る
場
合
に
は
、
預
金
通
貨
の
現
金
通
貨
へ
の
轄
化
が
あ
与
の

で
あ
る
。

か
く
の
如
く
、
現
金
通
貨
と
預
金
通
貨
と
は
、
銀
行
と
い
ふ
機
構
、
ー
預
金
者
と
普
通
銀
行
、
普
通
銀
行
と

中
央
銀
行
、
ぞ
れ
ら
の
聞
の
預
入
れ
と
引
出
が
、
現
金
と
小
切
手
と
入
れ
替
り
に
行
は
み
る
機
構
ー
ー
に
よ
っ
て

市
に
相
互
の
椅
化
が
行
は
れ
る
の
で
あ
る
じ

そ
し
て
貸
附
割
引
と
い
ふ
こ
と
を
除
き
、

及
び
、
質
問
割
引
に
よ
る

〕
川
町
J

A

-

-

、
、
.
，
，
T
Lド
h

s

、ロヨ
J

E

Uイゴ
H
h
d色

¥
J
F

司・
L
I
:
l
l
」
1

、
、

.
E
J
E
'
1
3
1
4
2
2

、.pth
、

務
長
。
一
倉
H
U
2
L
J
ご

1

3
阪
t

"
耳
し

R
U
4
0
7帆
J
J
t
l
d
社
L
h
L
J
Z
1
7
V
カ
t
一一一=
E
ρ

ト

h

z
i
F〉
i

刷
調
A
Y
I
学
烹

σ摂理

行
は
、
預
金
通
貨
の
現
金
通
貨
へ
の
轄
化
で
あ
り
、
ぞ
の
牧
縮
は
、
反
封
に
現
金
通
貨
の
預
金
通
貨
へ
の
輔
化
で
あ

る
ο

そ
し
て
貸
附
割
引
及
び
そ
れ
に
よ
る
預
金
の
創
作
は
、
特
殊
の
例
外
の
場
合
ぞ
除
い
て
は
、
預
金
通
貨
の
創

伝
「
戸
」
卓
也
本
り

1
d

。

{
・
:
，

普
通
銀
行
に
る
と
日
本
銀
行
た
る
と
を
聞
は
宇
、
貸
附
割
引
ぞ
許
容
す
る
こ
と
に
よ
り
預
金
を
創
作
す
れ
ば
、

通
貨
母
韓
す
な
は
ち
潜
在
通
貨
を
膨
脹
せ
し
め
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
回
牧
す
れ
ば
、
通
貨
母
慣
を
牧
縮
す
る

こ
'
と
と
な
る
。
そ
し
て
通
貨
母
瞳
の
膨
脹
牧
縮
は
多
〈
の
場
合
に
は
、
第
一
夫
的
に
は
預
金
通
貨
の
膨
脹
牧
縮
左

な
る
も
の
で
あ
り
、
第
二
夫
的
に
現
金
通
貨
の
膨
脹
牧
縮
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
貸
附
割
引
及
び

そ
れ
に
よ
り
て
創
作
せ
ら
れ
た
る
預
金
は
、
多
〈
は
生
産
資
金
若
し
く
は
商
業
資
金
と
し
て
小
切
手
を
以
て
支
榔

の
決
捕
に
充
て
ら
る
〉
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
更
に
生
産
者
に
よ
り
若
し
く
は
商
人
に
よ
ち
生
活
費
ま
た
は
俸

給
勢
賃
と
し
て
支
榔
は
る
〉
と
き
に
、
現
金
が
用
ゐ
ら
忍
・
3

こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。



か
く
て
、

一
口
に
言
へ
ば
、
櫨
れ
ば
預
金
通
貨
と
な
り
、
散
や
れ
ば
現
金
通
貨
と
な
る
の
が
、
通
貨
な
る
・
6
の

の
銀
行
機
構
の
下
に
於
け
石
本
来
の
委
で
あ
る
。

!¥ 

今
、
我
が
闘
に
於
け
る
、
現
下
の
金
融
蹴
態
を
見
る
に
、

一
つ
は
政
府
の
支
掛
増
加
に
よ
り
、
他
は
、
貿
易
利

潤
の
増
大
に
よ
り
、
遊
資
の
増
加
と
な
る
傾
向
あ
る
の
で
あ
忍
が
、
そ
れ
は
、
預
金
通
貨
と
現
金
通
貨
と
の
共
同

母
瞳
た
る
潜
在
通
貨
の
膨
脹
で
あ
る
。
こ
れ
が
生
産
関
係
、
商
業
閥
係
、
資
金
閥
係
に
働
〈
限
り
に
於
て
は
、
車

に
預
金
通
策
の
活
識
が
め
る

rげ
で
め
る
。
併
し
、
乙
れ
が
、
事
業
利
益
の
分
配
止
し

τ散
布
せ
ら
れ
、
ま
十
円
は

俸
給
持
質
等
と
し
て
文
榔
は
れ
、
そ
れ
ら
に
よ
り
更
に
盈
活
費
と
し
℃
支
抑
は
る
と
」
L
」
が
多
〈
な
れ
ば
、
小
買

取
引
に
要
す
る
貨
幣
、

す
な
は
ち
、

現
金
の
需
要
を
増
加
す
る
こ
と
〉
な
り
、

そ
れ
に
従
っ
て
、

現
金
通
貨
の
分

量
を
増
加
し
、
そ
の
流
通
を
活
漉
な
ら
し
め
る
。

然
る
に
、
今
日
の
金
融
政
策
と
し
て
、
我
が
日
本
銀
行
は
、
そ
の
手
持
公
債
を
な
る
べ
く
市
中
に
貰
放
っ
方
針

金
と
っ
て
居
る
。
こ
の
公
債
の
貰
出
き
る
る
こ
と
の
多
き
は

E
、
遊
資
h
L

る
通
貨
母
瞳
す
な
は
ち
潜
在
通
貨
は
、

現
金
通
貨
と
も
な
ら
や
、
預
金
通
貨
と
も
な
ら
宇
し
て
、
手
持
公
債
の
減
少
、
そ
し
て
一
般
預
金
の
減
少
左
し
て
、

日
本
銀
行
に
於
て
吸
取
さ
れ
て
仕
舞
ふ
の
で
あ
る
。

世
間
で
は
、
日
本
銀
行
の
公
債
寅
出
は
、

一
日
一
膨
脹
し
た
る
現
金
通
貨
す
な
は
ち
日
本
銀
行
先
換
券
を
牧
縮
ぜ

し
む
る
も
の
の
如
く
に
考
へ
て
居
る
も
の
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
さ
う
で
は
な
く
し
て
、
こ
の
通
貨
母
韓
た

潜
在
偏
向
性
白
我
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
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潜
在
偏
向
性
白
我
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イ
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フ
レ
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シ
ョ
ン

第
三
十
七
巻

大
大

O

第
五
時
翫

五
F、

る
も
の
営
吸
牧
し
て
仕
舞
ふ
関
係
に
於
て
、
現
金
通
貨
の
膨
脹
佐
惹
き
起
き
し
め
な
い
の
で
あ
る
。

3
て
、
貿
易
聞
係
の
こ
と
は
別
と
し
て
、
政
府
の
支
携
関
係
の
み
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
拙
著
『
金
融
工
作
論
』

に
於
て
詳
細
に
謹
べ
た
如

t
、
我
山
か
闘
の
イ
ン
プ
レ

1
シ
ヨ
ン
は
、
川
公
債
の
接
行
1

1
日
本
銀
行
の
引
受
け
|

ー
政
府
預
金
の
増
加
、

mw政
府
の
支
梯
小
切
手
の
振
出
1

1

企
業
に
於
げ
る
そ
の
受
領
|
|
市
中
銀
行
へ
の
預
入

開
市
中
銀
行
の
頭
金
増
加

'li手
形
交
換
の
増
加
l
i
s
-
日
本
銀
行
に
於
け
る
一
般
預
金
の
増
加

(
若
し
く
は
民
間

貸
出
の
減
少
t
i
l
l
政
府
観
金
の
蹴
少
L

刈
金
業
閉
め
支
榔
i
l
l
手
形
交
換
の
堆
加
日
本
銀
行
に
於
り
る

般
預
金
の
減
少
(
若
し
く
は
民
間
貸
出
の
増
加
)
|
|
市
中
銀
行
に
於
げ
る
営
座
口
振
替
の
増
加
、
間
企
業
に
於
け

る
俸
給
一
労
賃
の
現
金
を
以
て
す
る
支
榔
|
|
市
中
銀
行
の
現
金
有
高
の
減
少
|
|
日
本
銀
行
に
於
け
る
一
般
預
金

の
滅
少
(
若
し
〈
は
民
間
貸
出
の
増
加
)
|
|
銀
行
券
の
後
行
、
と
い
ふ
段
階
を
経
過
す
る
の
で
あ
る
。

ぞ
れ
故
に
、
我
が
金
融
界
は
、
今
日
、
政
府
の
財
政
支
出
の
支
梯
闘
係
に
よ
り
、
後
に
示
す
が
如
く
、
預
金
通

貨
の
活
動
が
頗
る
活
援
と
な
り
、
手
形
交
換
高
の
激
増
と
な
っ
て
居
る
3

そ
し
て
、
世
間
で
は
往
々
こ
の
傾
向
は
、

結
局
に
於
て
現
金
通
貨
の
膨
脹
と
そ
の
疏
通
速
度
の
増
加
と
を
頗
る
著
し
く
惹
き
起
し
、
動
も
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ

の
亜
流
の
如
き
現
金
イ
ン
フ
レ

1
h
v
ヨ

y
e鷲
ら
す
も
の
-
t
考
へ
て
居
る
ゃ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
政
府
の
支
梯
が

現
金
通
貨
の
膨
脹
を
惹
き
起
す
に
は
、
賓
は
、
金
融
界
に
於
げ
る
或
る
一
定
の
僚
件
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

そ
の
一
定
の
峰
件
と
い
ふ
は
、
市
中
銀
行
の
手
許
現
金
有
高
の
多
少
で
あ
る
。
預
金
の
現
金
支
梯
準
備
金
の
多

少
で
あ
る
。
前
の
向
の
段
階
に
至
り
、
市
中
銀
行
よ
り
現
金
が
引
出
ぎ
る
る
こ
と
と
な
り
七
る
と
き
に
、
そ
の
銀

第47頁以下



行
が
手
許
現
金
有
高
が
豊
富
で
ゐ
る
な
ら
ば
、
別
に
日
本
銀
行
よ
り
現
金
を
以
て
預
金
の
引
出
を
な
さ
宇
と
ち
・

そ
の
排
出
に
膳
や
る
こ
と
が
出
来
る
。
故
に
日
本
銀
行
党
換
券
の
増
援
と
は
な
ら
な
い
。

若
し
、
そ
の
銀
行
炉
、
そ
の
と
き
、
手
許
現
金
有
高
が
少
き
と
き
、
若
〈
く
は
、
そ
の
預
金
の
引
出
に
よ
っ
て

現
金
有
高
が
減
少
す
る
に
至
る
と
き
は
、
預
金
の
支
梯
準
備
に
差
支
を
生
十
る
こ
左
と
な
る
か
ら
、
直
ち
に
、
!
日

本
銀
行
に
劃
し
て
、
現
金
す
な
は
ち
発
換
券
を
以
て
、
預
金
の
引
出
を
な
す
か
、
貸
出
を
求
か
る
こ
と
'
と
な
る
。

繰
る
と
き
に
は
、
党
換
券
の
増
畿
と
な
る
。

す
な
は
す
、

市
中
銀
桁
は
、
官
民
め
て
言
ふ
ま

τも
な
く
明
常
に
現
金
の
出
入
あ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
出
入
の

北幅日向、¥町
E
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子
る
に
至
っ
て
こ
の
請
求
を
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
、

政
府
の
支
抑
資
金
が
前
通
例
の
段
階
に
至
っ
て
、
市
中
銀

行
よ
り
の
現
金
の
引
出
が
、

こ
の
支
障
を
生
ぜ
し
め
る
程
度
で
あ
る
か
ど
う
か
が
、
党
換
券
の
増
愛
と
な
る
か
ど

う
か
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。

九

俸
給
努
賃
と
し
て
現
金
を
受
領
し
た
も
の
は
、
そ
れ
を
大
部
分
生
活
費
に
充
て
る
。
す
な
は
ち
、
主
と
し
て
小
貰

商
へ
の
支
梯
と
な
る
J

小
貰
商
は
こ
の
責
上
金
を
以
て
、
そ
の
ま
ま
卸
責
商
へ
の
仕
入
代
金
と
し
て
支
梯
ふ
こ
と

が
あ
り
、
ま
に
、
一
感
は
銀
行
の
預
金
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。
後
の
場
合
に
は
二
旦
銀
行
か
ら
掃
出
さ
れ
た
現
金

が
直
ち
に
ま
た
銀
行
に
還
る
こ
k
と
な
る
。
前
の
場
合
に
於
て
も
、
現
金
は
、
卸
貰
商
の
手
を
く
ヤ
る
だ
け
で
、

潜
在
偏
向
性
の
我
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

第
三
十
七
巻

ム
ノ、
ム

ノ、

第
五
披

五
九



潜
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こ
れ
も
直
ち
に
銀
行
に
還
り
来
る
の
で
あ
る
。

ぞ
れ
故
に
、
俸
給
勢
賃
の
支
梯
の
に
め
に
、
銀
行
か
ら
現
金
が
引
出
さ
れ
て
も
、
直
ち
に
、
若
く
く
は
、
聴
で
、

そ
れ
は
銀
行
に
建
h
J
来
る
。
銀
行
は
、
こ
の
還
h
ノ
来
る
現
金
に
よ
っ
て
、
そ
の
預
金
に
聾
す
る
支
梯
準
備
の
必
要

領
に
超
過
す
る
こ
と
と
な
れ
ば
、
そ
の
超
過
分
の
現
金
を
以
て
日
本
銀
行
の
預
金
と
す
る
。
然
る
と
き
は
、

日

増
後
せ
ら
れ
た
る
免
換
券
の
牧
縮
と
な
る
。

か
か
る
次
第
℃
み
る
か
ら
、
山
の
段
階
に
於
げ
る
市
中
銀
行
よ
り
の
現
金
引
出
が
、

そ
の
前
に
引
出
3
れ
た
る

現
金
の
未
だ
銀
行
に
還
ら
な
い
問
に
、
更
に
追
っ
か
け
的
に
起
る
の
で
な
け
れ
ば
、
党
換
券
の
帯
畿
と
は
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
追
っ
か
け
的
に
市
も
累
積
的
に
起
る
に
及
ん
で
、
初
め
て
現
金
の
イ
ン
フ

V
1
ジ
ョ
ン
と

な
る
の
で
め
る
。
こ
の
勤
は
、
貨
幣
の
封
外
債
値
の
遊
女
的
暴
落
い
い
よ
っ
て
、
銀
行
預
金
機
能
の
殆
ど
消
失
し
に

ド
イ
ツ
の
イ
シ
ア

V
1
ジ
ョ
ン
の
場
合
と
甚
だ
趣
き
を
異
に
す
る
所
で
あ
る
。
ぞ
し
て
、
ぞ
れ
が
、
我
が
圃
の
論

者
に
於
て
多
〈
は
見
落
さ
れ
て
居
る
酷
で
あ
る
。

O 

か
く
て
我
が
闘
に
於
て
は
、
政
府
の
支
掃
に
よ
る
イ
シ
フ
レ

1
ジ
ヨ
ン
は
、
通
貨
母
韓
た
る
銀
行
預
金
の
創
作

l
l公
債
の
引
受
け
に
よ
る
日
本
銀
行
に
於
け
る
政
府
預
金
の
創
作
|
|
に
初
ま
ち
、
ぞ
れ
が
民
間
に
浸
潤
す
る

に
従
っ
て
、
潜
在
通
貨
の
膨
脹
と
預
金
通
貨
の
活
躍
な
る
活
動
と
を
見
る
に
至
っ
た
。
本
年
八
月
末
日
の
企
画
手

形
交
換
所
加
入
銀
行
の
預
金
総
額
は
六
、
三
四
三
、
七
八
四
千
固
で
、
前
年
同
日
に
比
べ
て
、
七
六
玉
、
七
四
九



千
困
の
増
加
で
あ
り
、
貸
出
は
、

む
し
ろ
前
年
同
日
に
比
べ
て
、
四
七
二
二
八
七
千
回
を
減
じ
て
、
玉
、
一

O
阿
、
五

全圃手形交換所手形交換高 (一月乃至八月合計)

金 額

l陥租八年|昭和七年
一一一一一一一寸前 一一一一一一一--pj

l:l，01i8，147，lJ22 I 16，702，542，014 
1丸715，039，119I 9，978，502，854 

'2，9'19，，707，740 I 2，139，077，103 
87呂，331，538I 691，3i7，607 
7D6，251，635 I 623，391，964 
]. Ti7， 712，262 I 1，478，306，290 

'1O，1i2，190，216 I 31，613，287，832 
1，870，181，171) I 1，462，820，190 

'12，042，371，395 I 33，076，108，022 

枚 数

昭和八年 | 昭和七年
東 Jlミ・ 8，810，243 組 8，112，111 枚

大 阪 6，698，548 6，027，332 

紳 戸 1，687，593 1，528，731 
1司

-晶h玉 都 1，392，503 1，335，150 

様 演 540，754 501，735 

名古屋 1，431，645 1，314，072 
ノj卜 言十

其一十ケ他所

20，561，286 18，819，140 
3，169，822 3，033，537 

合 言十 23，731，108 21，852，677 

滞
在
偏
向
性
の
我
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

八
一
千
固
と
な
り
、
従
っ
て
預
金
の
貸
出
に
超
過
す
る
額
は
、
前

年
同
日
の
四
二
四
、

O
六
七
千
固
に
比
べ
て
、
一
、
二
三
九
、
二
C

三
千
闘
と
な
り
、
賓
に
、
八
一
五
二
三
六
千
闘
の
増
加
と
な
っ

て
居
る
。
す
な
は
も
そ
れ
だ
け
遊
責
が
増
加
し
に
の
で
あ
る
。

こ
の
領
令
の
増
加
、
す
な
は
ち
潜
在
通
貨
の
膨
脹
に
よ
り
、

預
金
通
貨
の
疏
識
は
甚
で
部
被
'
と
な
っ
仁
。
そ
れ
は
手
形
交
換
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he---

t戸，， 

に
た
部
ん
制
服
九
州
p-
そ

-
ノ

-
J
Z
A
J
l
d
t
l

の
他
の
三
十
箇
所
の
手
形
交
換
所
の

一
月
乃
至
八
月
の
交
換
高

合
計
を
比
懐
す
れ
ば
、
上
の
如
く
で
あ
っ
て
、
枚
数
金
額
共
に

著
し
き
増
加
を
見
る
の
で
あ
る
。

更
に
発
換
券
の
週
平
均
費
行
高
を
見
る
に
、
昨
年
十
月
一
日

は
一
、

O
三
一
、
七
二
四
千
固
で
、
本
年
九
月
三
十
日
は
、

、

二一二、
C
三
六
千
園
、

す
な
は
ち
凡
そ
九
千
一
百
高
田
の
増
加

で
J

の
る
。

今
、
全
般
的
観
客
を
容
易
な
ら
し
な
る
た
め
、
東
京
及
び
大
阪

第
三
十
七
巻

第
五
時
前

六
六

一‘ー・ノ、. 
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こ
の
園
表
に
よ
れ
ば
、
我
が
圃
の
イ
ン

y
v
1
ジ
ョ
ン
は
、
今
日
ま
で
の
所
、
主
と
し
て
預
金
通
貨
に
於
て
生

じ
た
も
の
で
、
現
金
通
貨
に
於
て
は
ま

r微
弱
な
る
も
の
な
る
こ
と
が
了
解
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
ま
た
、
前
に

掲
げ
た
る
銀
行
の
各
月
末
日
に
於
け
る
現
金
と
手
形
小
切
手
と
の
牧
納
高
比
率
を
見
て
も
、
次
第
に
、
前
者
に
劃

す
る
後
者
の
割
合
を
増
加
し
つ
〉
め
る
を
後
見
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
事
責
も
赤
、
現
金
通
貨
に
於
け
る
よ
り

も、

h
u
し
ろ
預
金
通
貨
に
於
け
る
膨
眠
を
明
か
に
一
不
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
金
通
貨
は
世
人
一
般
に
そ
の

増
械
が
戚
知
せ
ら
れ
易
〈
、
預
金
通
貨
は
、
世
間
の
大
衆
と
は
開
係
が
直
接
的
で
な
い
か
ら
戚
知
せ
ら
れ
る
こ
と

薄
〈
、
甚
だ
潜
在
的
で
あ
る
。
ぐ
れ
故
に
、
私
は
、
こ
れ

μ一
潜
在
性
イ
ン
ア

V
1
ν
ョ
ン
と
い
ふ
の
で
あ
石
。

4
J
A訓
・

p

.

、
我
が
岡
の
イ

γ
7
V
1
v
ヨ
γ
は
、
今
日
ま
で
の
所
、
預
金
通
貨
な
以
て
行
は
る
る
u
と
共
に
、

-

L

C

 

'
'
r
~
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、c

a
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政
府
の
大
口
消
費
に
於
て
行
は
る
る
の
で
め
る
か
ら
、
政
府
の
消
費
貨
物
の
生
産
関
係
筋
舎
に
ど
っ
て
影
響
が
め

る
に
止
ま
る
。
従
っ
て
.
特
殊
商
品
、
例
へ
銀
鋼
、
石
山
疏
-
、
セ
メ
ン
ト
の
如
き
、
軍
需
及
び
土
木
開
係
の
商
品
に

於
て
代
債
の
騰
貴
を
惹
き
起
し
た
。
併
し
、
末
以
L

現
金
通
貨
の
イ
ン
フ
レ

1
シ
ヨ
ン
に
は
、

hLr僅
の
程
度
し
か

な
っ
て
居
な
い
か
ら
、

一
般
物
債
の
騰
貴
は
若
し
く
は
な
い
。
そ
れ
故
に
、
在
は
、
こ
れ
を
偏
向
性
イ
ン
プ

V
1

シ
ョ
ン
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
(
終
)

1
i
l
八
・
一

0
・a
一
凹
1
1
1
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常
在
偏
向
性
の
我
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

第
三
十
七
巻

六
六
五

第
五
批

~ 
~、


